第9回　施設処遇検討会議　議事録　H22.6.21
13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：小坂和子・上平ユリ子・須々田珠実

馬渕豊子・小笠原嘉紀・木村春子

三浦とし子・小向達也

(欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・秋山S.G.M
福士一・竹内一貴・中村文洋・長谷部泰史

兵藤拓明・中居則子・末政絵美・森富茂子)

記　録：小向　達也
議題

１：小向　武雄様（青風荘入所者様）の処遇について 

２：大下　良悦様（青山荘利用者様）の処遇について

３：佐藤　朗子様（青明舎入所者様）の処遇について

１：小向　武雄様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　合併症　狭心症
＜問題点＞

1 日常生活全般に声掛け・見守りを要する

· 整容面
・髭剃りがうまくできない場合にはその都度髭の剃り方について指導を行なう。

・洗顔や入浴での洗身がうまくできていない場合には、どこが不十分なのか説明し、本人にやって頂く。

・同じ服装が続く事や、汚れた衣類を着用している場合には、着替えを促していく。

・入れ歯の洗浄についてはスタッフ管理で洗浄を行っていく。歯磨きなどの口腔ケアについてやり方を指導していく。

○食事について

・詰まらせる事がないように見守りを行い、口いっぱいに詰め込んで食べている時には、少しずつ食べるように声を掛け見守りを行なう。特にパンの場合は詰まりやすい為、必要に応じて一口大に切って渡す。

○洗濯について

・着用していない衣類まで洗濯を行なわないように確認する。また洗濯をしていることを忘れているようであれば声を掛ける。

・衣類を種類別に分けてその場所へ収納できるように支援を行って行く。

　　○日課について

・当番を忘れている事が多い為、毎日確認を行なう様に指導し、忘れている場合には声掛けを行なう。

・自室の掃除は定期的にスタッフが確認し、できていない場合は、一緒に掃除を行っていく。

②　高齢に伴う心身機能の低下
　・身体機能の維持の為、健康プログラムや毎日のラジオ体操など定期的に運動を行なう機会を継続して設けていく。

　・自分から不調があっても伝えてこない為、普段から観察を密にして体調等の確認をしていく。

· 歩行時は足取りが不安定で、周りを見ずに下向きで歩く為転倒しないように見守り、必要に応じて付き添って歩くようにする。

3 部屋に篭もりがちで､他利用者との交流が少ない。

・自閉的であり無為に余暇時間を過ごしている為、興味のあるカラオケ、バトミントンなど誘い､活動量を増やして行く。

　・出来るだけ外界の刺激に触れて頂く為にも、散歩に出かけたり、ショッピング・床屋への外出やレクの参加を通して生活にメリハリをつけ活性化を図る。

＜評価＞

　本人が高齢であり心身能力の低下が著明になってきている為、無理の無い程度に本人に活動を促していく必要がある。また、転倒や異食など事故の危険性も高くなってきている為、今まで以上に見守りを密に行っていく必要がある。
　口腔ケアにおいて、本人に虫歯が有る可能性があり、そこから別の症状が出てくることが考えられる為、歯科の受診や本人の磨き方の評価を行っていくことが望ましい。
２：大下　良悦様（青山荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

現実検討識の低下に伴う問題

金銭管理・使用使途

・継続して小遣い帳をつけていき、金銭の使い道を本人と一緒に把握していく。

・本人に再度、小遣いの金額、デイケアの食費の金額について説明を行い理解の向上を図る。また小遣いとデイケアの食費を別々に渡すなど、本人が混同しないように渡す方法を検討する。

・購入する前にスタッフに相談するように説明し、必要な物品だけを購入し、１ヵ月の範囲内できちんと生活できるように支援を行っていく。

バスの利用

・バスの基本的な乗り方（路線、時間、バス券の提示など）について同行支援を通して、再獲得して頂く。
・バスの乗車について、再度、スタッフと同行が必要なことを本人に説明し、単独でバスを利用しないようにする。
生活リズムの安定

日中の眠気が見られる

・本人と就床時間と中途覚醒時の対応について確認を行う。（ラジオを聞いたり、コーヒーを飲んだりしないなど）また中途覚醒している場合には声掛けを行う。

・日中、本人が興味を持って取り組むことができるプログラムなどを準備する。

＜評価＞

　金銭管理では、小遣いと食事代を分けずに渡してしまったことで本人が混乱してしまった可能性があるため、今後は用途を説明し別々に渡すことが望ましい。
　バスの利用では、バスの基本的な仕組みやマナーの理解はできており土地勘もあるため、再獲得できる可能性がある。今後は路線や時間の見方を中心に説明を行っていく。

　生活リズムでは、本人の興味の有るバイクのプラモデルを日中に取組み、夜間は物音を確認し眠ることができているかを把握していく。また、主治医へ睡眠状態の情報を提供し、必要に応じて指示を仰いでいく。
　
３：佐藤　朗子様（青明舎入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

就労生活において対人面でのストレスを訴えている
　対人面でのストレス軽減・対処方法の検討
　　・青明舎スタッフの定期的な面談により本人の話を傾聴しストレス軽減を図ると共に対処方法について検討する。
　　・就労先担当者との連携により、本人の状況を把握。必要に応じて業務内容を変更しストレスの軽減を図る。

フルタイム労働、試験勉強など本人にかかる負担が大きい

就労、勉強の負担軽減
　・就労状況を確認しつつ、本人にかかる負担が大きいようであれば労働時間の調整することや、試験勉強について本人と検討し、負担を軽減していく。
＜評価＞

　目標を持ち行動することはすばらしいことであるが、対人交流でストレスを強く感じるケースであるため、人と密に関わる福祉系の仕事は本人の負担になる可能性が強い。また、本人の病名が資格取得の欠格事項に該当する可能性がある。

　そのため、本人が何のために資格を取りたいかを把握し、それにあわせて問題を細分化して関わっていく必要があるとの意見が出ている。また、勉強や就労生活での対人交流が本人の負担とならないように調整していくことが望ましい。
　　

　






